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研究成果の概要（和文）：本研究の第一の目的は、LGBTの青少年に対する支援団体を作り、LGBTの当事者や家族の理解
のための支援につながる情報提供やカウンセリングを実施することである。第二の目的は、「LGBTセンシティブ・プロ
グラム」を開発しその効果を検証することである。児童生徒と関わる機会の多い学校現場の教職員や臨床心理士に実践
し、LGBTに対する意識向上をはかる。
　本研究の結果、支援団体の活動により県内外の当事者、支援者が集まり、臨床心理学的支援や情報提供を行うことが
可能となった。また、「LGBTセンシティブ・プログラム」の実践によって教員や心理職の意識の変容が見られ、学校現
場や臨床現場で適切な対応が可能となった。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study were 1) establishing an LGBT support group for LGBT 
youth and their friends and family members, and 2) developing an LGBT sensitivity program for teachers 
and counselors. In 2011, we established SAG Tokushima, which is a community-based LGBT support group, and 
since then, we have organized self-help groups, family counseling, individual counseling, workshops, and 
LGBT festivals. We also developed an LGBT sensitivity program for teachers and counselors and conducted 
its short and long versions several times. We conducted two questionnaire surveys before and after the 
program. Results showed that after the program, scores for homophobia decreased and those for 
self-efficacy in dealing with LGBT students or clients increased.

研究分野：臨床心理学

キーワード： セクシュアル・マイノリティ　同性愛・両性愛　性同一性障がい　性別違和　地域援助　教員　意識変
容　プログラム開発
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１．研究開始当初の背景 
近年、同性愛（Lesbian, Gay）、両性愛

（Bisexual）、性同一性障害（Transgender）

などセクシュアル・マイノリティ（以下

LGBTと略す）に対する社会の関心は大きく

なっている。異性愛が正常で同性愛が異常で

あるという偏見、差別、誤解が少しずつでは

あるが変化している。現在、国際精神医学会

やWHOでは、同性愛を異常、倒錯、変態と

はみなさず、治療の対象からはずしている。

アメリカ精神医学会は1973年DSM－Ⅱの第

７版から同性愛についての記述を削除し、

WHO も ICD－10 で同性愛を治療の対象と

しないと明記した。日本では、1994 年に厚

生省が ICD を公式基準として採用し、1995

年に日本精神神経学会が ICD を尊重すると

いう見解を出した。また、法務省が 2002 年

に「人権擁護推進審議会」の答申の中で性的

指向(Sexual Orientation)による差別を救済

の対象とした。性同一性障害についても、

2003 年に「性同一性障害者の性別の取扱い

の特例に関する法律」（特例法）が成立し、

2008年には、「性同一性障害に関する診断と

治療のガイドライン（第 3版）」が作成され、

治療機関ではこれに基づいて治療が行われ

ている。 

このような社会の中でも、依然として

LGBTに対する偏見、差別、誤解が存在して

いる。自らの性的指向に気づき始める思春期

を過ごす学校現場においても、性教育や各教

科内容や規則の中でも異性愛を中心とした

価値観が根強く、例えば同性愛指向の生徒は、

自分を理解する情報がなかなか得られず、自

分の性のあり方を受け入れることが困難に

なる。また同性愛に関することでいじめられ

た経験があったり（82.7%、日高､2000 によ

る調査から）、いじめの現場をみたりするこ

とによって、ますます同性愛者であることを

隠し、自己否定的になり、孤立してしまう。

Hetrick & Martinによればこの孤立には、社

会的孤立、感情的孤立、認識上の孤立の３側

面がある。また、思春期は、性的同一性を形

成する時期であり、性的指向の自己認識が重

要な発達課題となり、その後の発達課題にも

影響を与えるのである。しかし彼らが相談で

きる対象であるカウンセラーにも LGBT に

関する知識のないものがほとんどであり、相

談にいってもカウンセラーの LGBT への偏

見や誤解やホモフォビア（同性愛嫌悪）を目

の当たりにし何も言えないということにな

りかねない。このような状況の中で同性愛者

が、抑うつ傾向（50.3%）、強い不安傾向（68%）、

アルコール依存、薬物依存などの症状を示す

ことや、日高（2000，2006）による調査では、

同性愛者の 64%が自殺を考えたことがあり、

15.5%が自殺未遂の経験があることが明らか

となってきた。研究代表者は、挑戦的萌芽研

究（平成 18～21年度）において、「セクシュ

アル・マイノリティへの心理的支援に関する

研究」を行ってきた。その中で明らかとなっ

たことは、LGBT の青少年が自らの性自認、

性的指向について悩んだときに、身近に相談

できる人が存在しなかったり、モデルとなる

LGBT の大人が存在しなかったりすること

が多い。現在、LGBTの当事者団体（全国に

18）や支援団体（AGP を始め全国に３）が

ある程度存在するが、数が少なく、特に本県

には存在しない。 

また、挑戦的萌芽研究でセクシュアル・マ

イノティへの心理的支援プログラムを考案

し、LGB-Knowledge, and Attitudes Scale 

for Heterosexuals (LGB-KASH：異性愛者の

LGB に関する知識・態度尺度)の日本版を開発

（葛西・岡橋,2011）し、日本における「LGB 

Sensitive カウンセラー養成プログラム」の

実践とその効果検証を臨床心理士を目指す

大学院生に行った（葛西，2010; 葛西・岡

橋，2011）。  

これらの現状をふまえ、本研究では、県内

にセクシュアル・マイノリティの支援団体を



作り、セクシュアル・マイノリティの児童青

年、成人を支援すること、また学校現場の教

職員の理解を促進するためのプログラムを

作成し実践することとする。 

２．研究の目的 

本研究の第一の目的は、LGBTの青少年に

対する支援を身近な地域で提供できる場を

設け、LGBTの児童青年、成人を支援するこ

と、LGBTの青少年の家族や友人など周りの

理解のための支援につながる情報提供やグ

ループカウンセリングの実施を行うことで

ある。 

本研究の第二の目的は、これまで研究代表

者が作成したプログラムの内容を拡大し性

同一性障害も含め、「LGBT センシティブ・

プログラム」を開発しその効果を検証するこ

とである。性の意識に芽生え性指向や性同一

性に疑問を感じ始める児童生徒と関わる機

会の多い学校現場の教職員が LGBT の様々な

問題や発達に関してセンシティブな意識を

向上させることにより、LGBT 当事者の援助と

なると考える。また、これから教員となる教

員養成系大学においてもこのプログラムを

行い LGBT に対する意識向上をはかる。 

３．研究の方法 

第１の目的である県内での LGBT 地域援

助に関して、まず、LGBTに関する国内外の

活動状況の把握を行い、同時に国内外の文献

収集を行う。全国の他の地域で行っている地

域支援や、地域支援の拠点等での活動状況の

視察を行い現状を調査する。収集した情報・

文献をもとにデータベースを作成し、ホーム

ページを立ち上げ（SAG 徳島）、四国におけ

る LGBT関係のネットワークを広げ、その情

報の発信を行う。 

文献収集と並行して LGBT 当事者のため

の個人カウンセリングや集団カウンセリン

グ、自助グループなどを開始できるように積

極的にホームページ等で広報を行う。LGBT

担当のカウンセラーはこれまでの「LGBセン

シティブカウンセラー養成プログラム」を受

講し、LGBTのクライエントさんたちの諸問

題を理解しているカウンセラーが当たる。ま

た、四国外のセクシュアル・マイノリティネ

ットワークと協働して事例検討会や啓発活

動を行う。 

また、第２の目的のプログラムの作成と実

施については、萌芽研究（平成 18年～21年）

で開発した「LGBセンシティブカウンセラー

養成プログラム」をもとに行う。葛西・岡橋

(2011）の結果からは、①日本の LGBに関す

る歴史的背景、社会事情等の違いを含有する

こと、②対象を職種や年代で分けた方が効果

的であること、③効果測定の尺度の精度を高

めることなどの課題が考えられた。そこで、

今回は、LGBだけでなく、性同一性障害もプ

ログラムの対象としてその内容に含めるの

で、①LGBTそれぞれに関する日本の歴史的

背景、社会事情等を調査すること、②プログ

ラムの内容を職種や年代によって異なるバ

ージョンを作成すること、③効果測定の尺度

（ LGB Affirmative Counseling Self- 

Efficacy Inventory：LGBに関する肯定的カ

ウンセリング自己効力感尺度）の信頼性・妥

当性（葛西，2010）を高めるために調査を行

うことの３つを行う。これら収集した資料等

をもとに現職教員対象、教員を目指す学生対

象の LGBTセンシティブ・プログラムを開発

する。そして LGBTセンシティブ・プログラ

ムを学校現場の教職員、教員を目指す学生を

対象に行う。その内容には、思春期に自己の

性的指向に気づく過程、探索する過程、深め

る・関与する過程、内在化・統合の過程 

(McCarn & Fassinger, 1996)という４つ、

LGBの自我同一性の発達の過程や、そのとき

にどのような支援が学校現場でできるのか、

どのような態度が肯定的・否定的であるのか、

保護者や周りの生徒への働きかけ、地域への

働きかけとして何ができるのか等について

も含める。そしてその効果について、尺度を



用いて検証する。しかし対象がカウンセラー

ではないので、尺度の項目を学校現場にあう

ように修正する（LGB-Teacher Efficacy 

Inventoryの作成）。 
４．研究成果 

第１の目的である四国での LGBT 地域援

助に関して、「SAG 徳島」という地域支援の

拠点を発足した。運営委員約 10名～15名で

月に１度程度の運営委員会を 2011年 4月よ

り行っている。当事者や関係者との交流会も

開催し、徳島、四国以外からの参加者もあっ

た。LGBTに関する国内外の活動状況の把握

を行い、国内外の文献収集を行った。文献か

らは、日本の LGBTに関する歴史的背景や社

会事情が明らかとなった。日本の同性愛・両

性愛の方々にとって必要なサポートについ

て調査を行い、学会で発表した（伊藤・葛西, 

2012）。これらの内容は、「Reproductive 

Justice: A Global Concern」として執筆した

（Kasai & Rooney, 2012)。また、LGBTに

関する事例検討会に参加し、関東における

様々な心理的支援についての情報交換を行

った。また、心理的支援として、当事者への

臨床心理カウンセリング、当事者家族や学校

教員への心理教育カウンセリングを行った。

現在も継続中である。さらに支援を通して得

られた知見をもとに研究論文にまとめた（伊

藤・葛西，2012）。 

2012年には「SAG徳島」主催による国際

シンポジウムを鳴門、広島で行い、米国での

LGBT に関する現状理解や情報提供を行っ

た。「米国の性指向に関する適切な心理療法

的対応」の報告書を共同翻訳した（葛西他，

2012）。 

地域援助に関しては、徳島県内広くセクシ

ュアル・マイノリティに関する情報を知って

もらうために、2013年 8月と 10月に「徳島

カラーフリー映画祭」を行ったり、地域に根

差した活動として「お寺ワークショップ」を

開催したりした。2014年度は、2月に「徳島

カラーフリー文化祭」を開催し、県内外から

の参加者が自身のセクシュアリティを表現

した（演劇、歌、手話、楽器演奏、絵画、立

体芸像など）。 

また、第２の目的のプログラムの作成と実

施については、「LGBセンシティブカウンセ

ラー養成プログラム」を学会誌に投稿した

（葛西・岡橋、2011、心理臨床学研究）。そ

の後、このプログラムでふくめなかった性同

一性障害の内容についても研究するために、

性同一性障害の方々へ調査を行い心理的側

面について学会発表を行った（久保・葛西、

2011）。これらの知見をもとに、「LGBTセン

シティブプログラム」を開発し、そのプログ

ラムを学校現場の教職員、スクールカウンセ

ラーに実践した（６月、７月、８月、９月）。

プログラムの内容については、「心理職への

セクシュアル・マイノリティに関する教育・

訓練」として著書にまとめた（葛西，2014）。

プログラムの実施は、2時間から 6時間であ

り、対象者のニーズに合わせて編成している。

プログラムの効果は、現在論文にまとめてい

る。 
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